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in vivo の腫瘍抑制試験により、M-PTX が磁力により局所に集まり抗腫瘍効果を増強するこ
とが示されている。一連の実験においては、M-PTXが期待通りの効果を上げているが、一方











1. M-PTX 自体も磁力を有しているのか． 
2. 何故磁性化の対象となる薬としてパクリタキセルを用いたのか． 
3. M-PTX の代謝や排泄機構はどのようになっているのか． 
 
これらの質問に対して，以下の回答を得た． 
1. M-PTX は常磁性であるため，磁石には集積するが鉄などの他常磁性体には集積しない． 
2. 様々な抗癌剤との結合をシミュレーションした結果，他の抗癌剤では磁性が損なわれる



























1. MRI で腫瘍内にある M-PTX を明示しているが，集まった M-PTX は腫瘍の表層にしか集ま
っていないように見受けられる．これについてどう考えているか． 
2. M-PTXは T1強調画像では黒く映ることはないのか． 
3. 磁性化パクリタキセルの合成方法について簡単に説明せよ． 






って MRI でどのように評価されるか検討する必要がある． 
2. 本研究結果として T1 強調画像を示してはいないが，磁性化のために用いた Fe(Salen)
は MRIの T1 強調画像で黒く映ることがなかったため M-PTXでも同様に T1強調画像では
黒く映ることがないと考えている． 
3. Fe(Salen)と PTXの共有結合によって合成され，強固に結合している．  






本論文は既に peer review による欧文誌に accept されており (Nakakaji R, Umemura M, 
Mitsudo K, Kim JH, Hoshino Y, Sato I, Masuda T, Yamamoto M, Kioi M, Koizumi T, Fujita 
T, Yokoyama U, Iida M, Sato M, Sato H, Murofushi S, Shibata S, Aoki I, Eguchi H, Tohnai 
I, Ishikawa Y: Treatment of oral cancer using magnetized paclitaxel. Oncotarget. 2018 
Feb 26;9(21):15591-15605.)，既定の審査基準を満たしている． 
 
全体として，研究に対し真摯に取り組んでおり，基礎的知識や論理的な思考も備えており，
今後，学位取得者として研究の推進，後進の指導も可能と思われる．規定の審査基準を満た
しており，医学博士の学位に値すると判定された． 以上． 
